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昭
和
六
十
二
年
五
月
十
二
日
提
出 

質

問
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三

七
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

質
問
主
意
書 

防
衛
費
の
減
額
修
正
と
一
月
二
十
四
日
の
閣
議
決
定
「
今
後
の
防
衛
力
整
備
に
つ
い
て
」
に
関
す
る 

昭
和
六
十
二
年
五
月
十
二
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

原 
 

健 
三 

郎 

殿 

提 

出 

者 
 

草 

川 

昭 

三 

 

一 

 



 

去
る
四
月
二
十
八
日
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠
突
破
の
防
衛
費
に
対
す
る
売
上
税
と
円
高
差
益
分
に
関
す
る
質
問
主
意

書
に
対
し
、
中
曽
根
首
相
か
ら
の
答
弁
書
を
受
理
し
た
が
、
あ
ま
り
に
不
十
分
な
答
弁
な
の
で
再
度
減
額
修
正
問

題
と
、
一
月
二
十
四
日
に
発
表
さ
れ
た
閣
議
決
定
「
今
後
の
防
衛
力
整
備
に
つ
い
て
」
の
新
基
準
問
題
に
絞
つ
て
質

問
す
る
。
誠
意
あ
る
答
弁
を
求
め
る
。 

一 

四
月
二
十
八
日
の
答
弁
書
に
よ
る
と
、
政
府
は
、
予
算
執
行
段
階
の
問
題
で
あ
り
、
昭
和
六
十
二
年
度
防
衛

関
係
費
に
お
け
る
売
上
税
分
及
び
外
貨
関
連
経
費
に
つ
い
て
減
額
修
正
す
る
考
え
は
な
い
、
と
答
弁
し
た
。
防

衛
費
一
％
問
題
は
、
日
本
国
民
は
も
と
よ
り
周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
が
重
大
な
関
心
を
寄
せ
注
視
し
て
い
る
こ
と
を

政
府
は
百
も
承
知
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
不
遜
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
自
ら
信
頼
を
失
す
る
行
為
と
思
わ
れ 

 
質
問
主
意
書 

防
衛
費
の
減
額
修
正
と
一
月
二
十
四
日
の
閣
議
決
定
「
今
後
の
防
衛
力
整
備
に
つ
い
て
」
に
関
す
る 

三 

 



 

二 

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
六
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
席
上
、
西
垣
政
府
委
員
は
「
円
高
に
よ
る
不
用
が
出

る
の
は
第
二
の
範
疇
の
一
般
輸
入
品
等
で
、
こ
れ
は
一
切
合
財
洗
い
直
し
て
い
る
」
と
答
弁
。
ま
た
、
六
十
一

年
十
一
月
二
十
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
池
田
（
久
）
政
府
委
員
は
「
為
替
の
変
動
に
伴
う
差
益
が
出
れ
ば

こ
れ
を
召
し
上
げ
る
。
し
た
が
つ
て
予
算
が
成
立
し
て
も
、
補
正
と
か
決
算
の
段
階
で
整
理
す
る
。
円
高
差
益

が
生
じ
て
も
新
装
備
品
は
買
わ
な
い
仕
組
み
だ
」（
要
旨
）
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
去
る
四
月
二
十
日
の
質
問
主

意
書
で
こ
の
一
般
輸
入
品
等
に
係
る
円
高
差
益
分
が
、
昭
和
六
十
二
年
度
予
算
内
で
最
小
見
積
り
で
も
三
十
・

八
億
円
（
一
ド
ル
百
五
十
円
の
円
レ
ー
ト
で
）
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
答
弁
書
は
こ
れ
に
対
し
円
高
差
益
に
は
一

切
言
及
せ
ず
「
減
額
修
正
す
る
考
え
は
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、 

る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
問
う
が
、
円
高
差
益
等
諸
般
の
状
況
変
化
に
よ
り
昭
和
六
十
二
年
度
防
衛
関
係
費
は
、

Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠
内
に
収
ま
る
こ
と
が
可
能
な
見
通
し
な
の
か
、
そ
れ
と
も
収
ま
ら
な
い
見
通
し
な
の
か
、
明
ら

か
に
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
求
め
る
。 

四 

 



 

三 

か
つ
て
中
曽
根
首
相
は
「
一
％
枠
は
守
り
た
い
」
と
答
弁
し
た
。（
六
十
年
十
月
二
十
九
日
衆
議
院
予
算
委
員

会
・
六
十
一
年
十
月
六
日
参
議
院
予
算
委
員
会
） 

昨
年
来
の
急
激
な
円
高
下
の
経
済
変
動
は
日
本
国
内
外
に
計
り
し
れ
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
の
波
及

効
果
は
国
家
予
算
中
の
外
貨
関
連
経
費
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。 

①
と
②
の
ど
ち
ら
な
の
か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
減
額
は
あ
る
が
、
補

正
の
段
階
で
整
理
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
併
せ
て
答
え
ら
れ
た
い
。 

② 

減
額
は
な
い
の
で
修
正
し
な
い
と
い
う
の
か
。 

① 
減
額
は
あ
つ
て
も
修
正
し
な
い
と
い
う
の
か
。 

こ
う
し
た
状
況
変
化
で
、
私
は
昭
和
六
十
二
年
度
防
衛
関
係
費
は
、
文
字
通
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠
内
に
修
正
可

能
で
あ
つ
て
、
一
月
二
十
四
日
の
新
基
準
を
決
め
た
閣
議
決
定
そ
の
も
の
が
今
や
有
名
無
実
化
し
て
い
る
、
と

考
え
る
が
、
政
府
は
こ
の
新
基
準
を
見
直
す
か
、
ま
た
は
、
廃
棄
す
る
考
え
は
な
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た 

五 

 



 

 

六 

い
。 

四 

一
月
二
十
四
日
に
発
表
さ
れ
た
閣
議
決
定
「
今
後
の
防
衛
力
整
備
に
つ
い
て
」
の
新
基
準
の
「
４
」
の
「
精
神
尊

重
」
規
定
が
生
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
際
減
額
修
正
す
べ
き
と
思
う
が
、
明
確
に
答
弁
を
さ
れ
た
い
。 

五 

昭
和
六
十
二
年
度
防
衛
関
係
費
の
当
初
予
算
で
は
、
伸
び
率
を
前
年
度
比
四
・
一
％
と
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
〇
・

九
九
三
％
と
算
出
、
こ
の
予
算
額
で
も
中
期
防
の
執
行
で
は
別
段
支
障
は
な
い
と
大
蔵
省
が
主
張
し
た
と
い
わ

れ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
、
当
局
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

昭
和
六
十
一
年
度
の
補
正
予
算
で
は
、
防
衛
本
庁
に
お
け
る
外
貨
関
連
経
費
中
、
一
般
輸
入
品
分
に
お
け
る

円
高
差
益
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
い
く
ら
に
算
出
し
、
ど
う
処
理
を
さ
れ
た
の
か
こ
の
際
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


